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子育てを通して大人も子どもも共に育ちあいましょう！
子どもは一人一人 をもっています「育つ力」

心身ともに育っていく我が子に寄り添いながら、その成長を
喜び合い、ゆとりをもって見守っていきましょう

あなたの子育てを
応援しています！

あそびのひろば
子育て相談

子育て支援講座

公園訪問

情報紙発行

子育てサークル活動の支援

市立保育園、富野幼稚園の「あそびのひろば」に、月１回訪問しています。
　遊びを通して子ども同士が触れ合える場として、また保護者のみなさんにとっては世代を
超えた交流が楽しめる場として、大変喜んでいただいています。
　子育て仲間と出会えるひろばで「ほっと一息」つきましょう！！お気軽にお越しください。

　「地域子育て支援センター」で
は、月曜日から金曜日の午後１時
から４時まで、電話や FAX、来
所（お子さんは保育します）によ
る相談を受け付けています。

　各地区民生児童委員協議会、私
立保育園との共催または地域子育
て支援センター主催で開催してい
ます。講演会や親子リズム遊び、
親子で楽しむ演奏会など、いろい
ろな内容を用意していますので、
ぜひご参加ください。

　市内で活動されている子育て
サークルを紹介します。子どもを
通じてお母さん達の仲間の輪を広
げ、共に子育てを楽しんでおられ
ます。詳しくは、地域子育て支援
センターへお問い合わせください。

　地域子育て支援センターの職員が公
園を訪問します。子育て相談にも応
じています。詳しくは、「子どもワン
ダーニュース」でお知らせしています。

＊�配布場所は、市内す
べての保育園、富野�
幼稚園、コミセン、
文化パルク城陽（プ
レイルーム）、図書
館、保健センター、
ぱれっとＪＯＹＯ、
子育て支援課などです
◎次回の発行は３月２日の予定です

一緒に遊ぼう！
みんなで学ぼう！

「交通安全教室」

「富野幼児公園」

親子ビクス マリンバ＆パーカッション 講演：絵本を楽しもう

「コアラの会」

「０歳児親子の交流会」

「あそびのひろば」

「子どもの応急手当の仕方」

『子どもワンダーニュース』

城陽市地域子育て支援センター
電話・ＦＡＸ　☎（５５）９２６０

子どもの欲求（気持ち）に

目を向けよう

いろんなことをするから
見ていてね

いま行くから
おいでよって待っていてね

・見守っていてね
・大好きって見ていてね
・手伝ってね
・一緒に楽しんでね

い つ で も：�子どもより大きく、子ども
より強く、子どもより賢
く、そして、優しい存在で
いよう

できるときは：子どもの欲求に応えよう
必要なときは：毅

き ぜ ん

然と対応しよう
・守ってね　・慰めてね
・大好きって受けとめてね
・気持ちを落ち着かせてね

お母さん
お父さん

安心の基地

安全な避難所

講演「子育てのコツ“赤ちゃん”当たり前だけど大事なこと」より

安心感の輪 　子どもは好奇心や探究心が旺盛です。困ったときや不安なときは受け止めてあげましょう。
　甘えたいときに十分に甘えることができ、不安で泣いた後に「悲しかったね」「寂しかったね」「もう大丈夫だよ」と声をかけら
れることで安心でき、子どもの気持ちは満たされます。この安心感を土台として子どもは外に向けて探索行動を繰り返しながら自立
していけるようになるのです。子どもにとってお母さんやお父さんが、安心の基地、安全な避難所であることが大切です。
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すくすく育て！みんなで応援！！
～市では、子どもが健やかに生まれ育ち、安心して子育てしていただき、子育ての喜びや楽しさが実感できるよ
う、また､ みんなで子育てを支える社会を築くために様々な子育て支援を行っております｡ ぜひご利用ください～

家庭児童相談室
　子どものことで悩まれたり、気にかかるこ
とがある時には、ささいなことでも相談を受
け付けています。
　また、児童の養育上の問題、児童虐待、要
保護児童に関する相談にも応じています。
　問☎（56）4026

病後児保育
　病気は治りかけているが、保育園や幼稚園
などに通園できない状態の児童を仕事などで
保育できない場合、京都きづ川病院の施設で
児童の保育・看護をします。
　問子育て支援課☎（56）4035

子育て支援医療
　入院の場合は０歳から中学３年生まで、通
院の場合は０歳から小学６年生まで、１医療
機関、１カ月につき200円で受診できます。
　問国保医療課☎（56）4039

保健センター・乳幼児相談
　乳幼児を対象に毎月２回または３回、保健
師、栄養士が身体測定、発達状態の観察、離
乳食相談、育児相談などを市内５カ所で行っ
ています。
　問☎（55）1111

こんにちは赤ちゃん事業
　４カ月までの赤ちゃんがおられる家庭を保
育士の資格を有する職員が訪問し、子育てに
関するさまざまな不安や悩みをお聞きするとと
もに、子育てに役立つ情報を提供しています。
　問子育て支援課☎（56）4036

ファミリー ･サポート･センター
　育児の援助を受けたい人（依頼会員）と育児
の援助をしたい人（援助会員）が会員となり、会
員同士で助け合う組織です｡ 依頼会員は利用
料と交通費がかかりますが、一時的にお子さん
を預けることができます。
　なお、市から利用料の一部が補助されます。
　問☎（56）0230

一時保育
　生後６カ月から小学校就学前の児童を必要
な時だけ一時的に保育をします。
　問里の西保育園☎（55）0243 ／清仁保育園
☎（53）1300 ／しいの木保育園☎（54）7556

休日の一時保育
　生後８カ月から小学校就学前の児童を休日
に清心保育園で一時的に保育します。
　問子育て支援課☎（56）4035

家庭教育セミナー
　乳幼児から中学生の保護者を対象として、年
に数回講座を開催しています。対象世代の関係
者、保護者を中心とした企画推進委員会にて、
しつけや食育、携帯電話についてなど、教育上
の悩みや問題について話しあい毎年テーマを決
定しています。家庭の教育力の向上を図るため
の学習活動を推進しています。
　問文化体育振興課☎（56）4047

昼間里親
　保護者が仕事などで昼間お子さんの保育が
できない場合、３歳未満児を対象に家庭的な
雰囲気のもとで、昼間里親が保護者に代わっ
て、昼間里親の自宅で保育をします。
　問子育て支援課☎（56）4035

子育て短期支援
（こどもショートステイ）

　小学校修了前までの児童で、一時的に子ど
もがみられなくなった時、児童福祉施設におい
て一定期間お子さんをお預かりします。
　問子育て支援課☎（56）4036

幼児教育センター
　富野幼稚園の一室を開放し、未就園児とそ
の保護者を対象に、子育て支援のため幼児教
育に関する相談などの事業を行います。
　開放日は平日　９：00 ～ 14：00
　問富野幼稚園☎（52）1009

城陽市民生児童委員協議会
　市内10地区では、民生児童委員さんたちが
中心となって子育てに係る事業を開催してい
ます。
　また、３カ月ごとにリーフレットを発行
し、情報提供をしています。
　問同事務局☎（56）4044

コミュニティセンター
　各コミセンでは、親子で楽しめる多彩な事
業を実施するほか、広報紙も発行しています。
　問北部コミセン☎（55）1001 ／南部コミセン
☎（55）1002 ／ 今 池 コミセン ☎（56）0525　 東
部コミセン☎（55）7858 ／青谷コミセン☎（53）
8273　寺田コミセン☎（55）0010

あそびのひろば
　市内すべての保育園・富野幼稚園の園庭を
開放して、家庭で育児をされているみなさん
に遊びの場を提供し、楽しく遊んだり、子育
ての相談に応じたりしています。
　問各保育園・富野幼稚園

男女共同参画支援センター
「ぱれっとJOYO」親子ルーム

　開放日には、未就学児とその保護者が一緒
に遊べます。開放日は原則、日曜日、月曜
日、水曜日の９：00 ～ 17：00です。
　問ぱれっとJOYO☎（54）7545

文化パルク城陽
プレイルーム

　０歳児から小学６年生まで遊べます。ただ
し、就学前のお子さんには保護者の同伴が必
要です。
　問☎（55）1900

総合運動公園（鴻ノ巣山運動公園）
　ローラースライダーや大芝生広場、四季
折々の花も楽しめる公園です。プラムイン・
アイリスインのレストランもご利用ください。
　問☎（55）6222

府立木津川運動公園
　思いっきり体を動かせそうな「大芝生広
場」や２基の「ザイルクライミング」と呼ば
れる大きな遊具が設置されている公園です。
　問同管理センター☎（66）6022

図書館
　子どもライブラリーとして、本の読み聞かせ
やおりがみなど楽しい事業を実施しています。
　また、「おすすめブックリスト100」（赤ちゃ
ん・幼児向け）などの配布や館内での特設展
示を通じて、親子で楽しめる本の紹介などをし
ています。
　問☎（53）4000

サンガタウン城陽
　京都サンガＦ．Ｃ．の練習グラウンドなど
があり、プロサッカー選手の迫力あるプレー
を身近で見ることができます。
　フットサル場は一般の人も利用できます

（要申込）。
　問サンガフットサルパーク☎（58）0069

～親子であ
そぼう～☆なかよ

し仲間の輪を
広げるために

☆子育
てを応援し

ています！
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